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　溝上です。どうぞよろしくお願いします。
　私は「授業づくり」をテーマにして、協同教
育学会の先生方にお話しできるほどの専門家で
はありません。ですので、今 日 はアクティブ
ラーニングを 中 心 にしながら、「アクティブ
ラーニングと深い学び」と書く方が適切だと思
いますが、そのような順番でお話ししていきた
いと思います。
　「アクティブラーニング」が「深 い 学 び」と
どのようにつながるのかというポイントもあり
ますが、アクティブラーニングの定義を前提に
した理論を前半でお話しし、後半で私の授業実
践をお話ししたいと思います。しかし「私はこ
んな授業をやっています」という紹介がしたい
わけではなく、授業の実践のさまざまなプロセ
スに、前半で示したようなポイントや、あるい
は今日はクリッカーを皆さんに体験していただ
こうと 思って 持ってきていますので、クリッ
カーを使うと例えばこのような授業もできると
いうこともご紹介したいと思っています。
　最初に、簡単なものですので、クリッカーを
少し体験していいただこうと思います。よくご
存じの方は「フンフン」と思ってやっていただ
いて結構です。簡単な 2 つの質問を用意してき
ましたので、答えてください。第 1 の質問は、
「今日はどの立場でのご参加ですか」です。今
日は創価大学の FD セミナーの講演でもありま
すので、 1 番が「教職員」、 2 番が「協同教育
学会の参加者・関係者」、 3 番が「それ以外」
です。 1 番と 2 番がかぶる方もいらっしゃると
思いますが、自分はこっちの方だと適当に押し
てくださればいいかなと思います。カウントダ
ウンが出ますので、出たら押してください。
　皆さんの手元にあるクリッカーには、 1 番か
ら番号が付いています。私が持ってきたのは
250個 セットで、 1 番 から250番 が 付 いていま
す。その 番 号 がこのように 入 力 されるように
なっています。スライド上の 1 列がだいたい20
人ですので、現時点で７0人くらいの出席者とい
うことですね。今日はみなさんが何番を持って
いるのかということは私の方ではわかりません
が、大学の授業で使うときはワークシートで、
後で紹介しますけれども、ワークシートを私は
毎週授業で使って、それを提出させます。こち
らでワークタスクを与えて書き込んでいくので
すが、何枚かあり、最後には感想や考えたこと
も書かせます。それを提出するようになってい
るのですが、そこに自分が何番のクリッカーを
今日は取ったのかという番号を書かせていま
す。これが成績資料の 1 つになります。
　留学生の授業などは 1 限目にやっていますの
で、遅刻がすごく多いわけです。ダラダラして
いますので、授 業 が 始 まって10分 後 くらいに
ワークタスクを入れて、ここで押していない学
生は遅刻とみなして、マイナス 5 点とかやりま
す。皆がバシッと揃います。
　先ほどの第 1 の質問の結果が出ています。創
価大学の教職員の方がこれくらいで、協同教育
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ずいますので、盛り上がるというか、楽しいで
す。後半で紹介する私の授業では学生が250人
くらい出席します。それくらいの出席者でアク
ティブラーニングがどれくらいできるのかを私
は試しています。
　一般の方には50人から150人くらいの出席者
で出来ないといけませんね、という話をしてい
ます。私は250人くらいの出席者でどれくらい
できるかを 見 ておかなければいけないと 思っ
て、250人でやっています。250人が全員ではな
いですけど、ワーッと 1 番を押してくるわけで
す。そうしたら PC がクラッシュして、今年の
前期の授業ではクリッカーが半分使えませんで
した。その原因を業者に調べさせたのですが、
1 番を押す学生が120～130人いまして、それが
0.0何秒で押しますから、クラッシュを起こし
てしまったのです。現 在、改 良 プログラムを
作っているところです。
1 . アクティブラーニングの定義　
アクティブラーニングとは　
　それでは、内容の方に入っていきます。アク
ティブラーニング、協同学習をどのように位置
づけるのかについて、私の中では色々と考えて
きたこともありますが、今日は協同教育学会の
方も多くおられますので、今日はその話をしな
いようにしています。関心のある方はレジュメ
の最後のところに紹介していますが、私が最近
出版しました『アクティブラーニングと教授学
習パラダイムの転換』という本を見てください。
　アクティブラーニングは色々と定義すること
が可能で、バージョンがいくつかあります。私
はアクティブラーニングの専門家ではなかった
はずですが、この 5 年くらいの間にアクティブ
ラーニングの専門家みたいになってしまってい
ます。私の高等教育における大きな関心は、「学
生の学びと成長」というテーマです。何々大学
を卒業したとかいう教育資格、ブランドだけで
はなく、 4 年間あるいは 6 年間にいかに学んで
学会の方がこれくらいで、それ以外の方がこれ
くらいで・・・。そういう感じですね。ありが
とうございました。
　もう 1 つ質問を用意しています。「学生にグ
ループワークやディスカッション、 プレゼン
テーションをさせる 授 業 を 行 なっています
か？」という問題です。協同教育学会の方がた
くさんいらっしゃいますので「当 たり 前 だ」、
「何を言っているのだ」という感じの方も多い
かもしれませんが、どこの講演会でもやってい
る質問ですので・・・。
　 1 番「行 なっている」、 2 番「時々、行 なっ
ている」、 3 番「行 なっていないが、行 なって
みたい」、 4 番「行 なっていないし、やりたく
ない」、 5 番「教 員 ではない」です。こういう
問題を作るときは、最も近い番号を選んでくだ
さいという但し書きを必ず付けるようにしてい
ます。大学の授業では、選べない学生が必ず出
てくるからです。そうすると時間がもったいな
いので、とにかくどれか 1 つ近い番号を選ぶと
いうように説明しています。では、同じように
カウントダウンが出ますので、押してください。
　遅れて来られた方もいて、現時点での出席者
は80名ですね。さすがに 4 番はゼロですね。多
くの方がやってらっしゃるということですね。
ありがとうございます。後半でクリッカーの話
をもう 1 度しますので、このようなクリッカー
のイメージをもっていただいた上で、聞いてい
ただければと思います。
　余 談 ですが、先 ほどの 質 問 でもそうでした
が、大学の授業では 1 番を狙って押す学生が必
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て聞くような姿勢や態度を作っていくことは、
授業者として大事なポイントだと思います。そ
れは誤解のないように理解してください。
　ただ、アクティブラーニングという 言 葉 を
使ってやっていきたいことは、聞く学習＝パッ
シブな学習を少しでも乗り越えていくというこ
と、「教えるから学ぶへ」、あるいは「教授パラ
ダイムから学習パラダイムへ」というパラダイ
ム転換ですね。ですから、聞く学習がだめだと
いうことではなく、時代の要請、あるいは変化
する社会に合わせて、聞くだけで知識を理解す
るような学習だけではだめだろう、最終的には
社会的な変化を睨みながら、新しい意義をどん
どん加えていく、そのようなところにアクティ
ブラーニングのポイントがあると思います。こ
れまでの学習を受動的学習と定義して、それを
少 しでも 乗 り 越 えるということ、これがアク
ティブラーニングの第 1 ポイントですね。
　それでは乗り越えるといったときに、どのよ
うな乗り越え方があるのかということですね。
皆さんもご承知のように、日本でも90年代以
降、参加型授業というものが出てきました。当
時はアクティブラーニングとは呼びませんでし
たが、例えば、授業が終わったあとにコメント
シートやミニッツペーパー、あるいは最近はあ
まり議論されませんが、授業アンケートとか、
学生の参加を少しでも促していくという講義を
やり始めました。そのような授業は今から見る
と、アクティブラーニングの第 1 の基本型だっ
たと思います。
　ただ、時代や社会の変化はその程度の授業で
は許してくれません。別のものをもっと目指し
たい、もっと目指さなければいけないといった
ときに、例えば「書く、話す、発表する」とい
う話を先ほどしたわけですが、とくに他者や集
団との関係で自分の理解を表現したり、あるい
は他者がいると異なる理解や考えが返ってきた
りしますので、そういうものにすり合わせて自
分の理解を深めていく、あるいは集団というも
のの中で一つの成果や見方を作っていく、そう
成長していくのか、その学びとは何なのか、あ
るいは成長とはどのようなものなのか、そのよ
うな関心でやってきた柱の中の 1 つにアクティ
ブラーニングがあったのです。
　初めは主体的な学びとか、そのようなことに
ついて私もぐちゃぐちゃと考えてきました。私
が自由に考えてもいいのですが、できるだけ先
行研究といいますか、とくに北米が盛んですの
で、そういった方々との交流とか、文献なども
参 照 して、言 葉 はできるところは 合 わせてい
く、そのような中でアクティブラーニングへと
段々と狭まっていきました。定義も合わせると
ころは精一杯合わせて、ちょっとこれではだめ
だというところはずらして 直 していく、私 に
とってのアクティブラーニングはそういう感じ
で出てきたものです。
　一方向的な知識伝達型講義といいますと、私
が一方的に喋って、皆さんが聞くというこうい
う感じですね。このような講義形式を乗り越え
ていくときにアクティブラーニングという言葉
が使われます。これは誰が定義をしても、出て
くる共通のポイントです。聞く学習＝パッシブ
な学習を少しでも乗り越えるということです
ね。何によって乗り越えるのかというと、「書
く、話す、発表する」という活動が入ってくる
わけです。少なくとも 1 番のポイントは「聞く
学習を少しでも乗り越えて、参加モードをつ
くっていく」ということです。「参 加 モード」
というのは表現、表出、あるいは他者を通して
話す、書く、発表するということですね。
　こういう話をしますと、「聞く＝パッシブと
いうのは理解できない」と批判的におっしゃる
方が何百人といます。つまり、聞いているとき
でも頭の中はものすごくアクティブに働いてい
るということはありますね。そういう点は大事
だと 思っています。ここは 誤 解 のないように
言っておきます。私がアクティブラーニングを
推 奨 してどんどんやっていこうとするときで
も、講義をすることの意義や意味は理解してい
ます。講義をすることで、頭を精一杯に働かせ
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いっぱい批判の矢を受けながら返しています。
それはやり 方 が 悪 いのであって、アクティブ
ラーニングが悪いのではない。アクティブラー
ニングの意義はちゃんとありますので、意義に
実践が追いつくように改善していかなければな
らない。学校や教員でワークショップや勉強会
を行なって、質を高めていかないといけないで
すね。「やっぱり講義が良いのだ」という選択
肢に戻ることはないと思います。
　そういうことを念頭においてアクティブラー
ニングの定義ですが、二重定義はアメリカの学
者でもするのですが、「書く、話す、発表する」
などの活動だけではなく、「認知プロセスの外
化」を伴うことをもう一つ付け加えました。例
えば、アメリカでアクティブラーニングという
言葉を最初に定義したとしてよく引用されるの
が、91年に刊行されたボンウェルとアイソンの
『アクティブラーニング』という本です。ボン
ウェルらは「高次の思考」、思考の中でも高次
の部分ですが、問題解決とか推論とか、そう
いったものを伴ったアクティブラーニングの必
要性を説きます。
　ちなみにボンウェルとアイソンの『アクティ
ブラーニング』は91年の刊行ですが、この年に
は『アクティブラーニング』がもう 1 冊刊行さ
れていますよね。関田先生らが訳された『学生
参加型の大学授業』です。ジョンソンらの原題
は『アクティブラーニング』です。『学 生 参 加
型の大学授業』と訳さないで、『アクティブラー
ニング』と訳していたら、日本で第 1 号の本
だったかもしれません。同 時 に『アクティブ
ラーニング』という原著が、91年に出ているこ
とは日本の多くの方は知りません。
　いずれにしましても、「高次の思考」と定義
するアメリカの研究者は結構多いのですが、私
は「思考」ではちょっと狭い、とくに「高次」
と付けるのは限定しすぎだと考えてきました。
「思考」は、認知心理学では論理的／批判的／
創造的思考とか、推論、判断、意思決定、問題
解決とされます。その中の例えば批判的思考と
いった他者とか集団というものが環境の中に
入ってくるだけで、学習は非常に複雑になりま
す。
　なぜ、こういったものが必要になるのか、話
は簡単で、社会に出てそのような仕事の仕方が
山 ほどあるからですね。仕 事 というのはプロ
ジェクトでやることが圧倒的に多く、その中に
個人の役割があります。場合によっては部署の
仕事をプレゼンテーションして、他の方々に説
明することもあります。個人の学習能力が必要
だということは言うまでもありませんが、個人
だけで仕事ができるということは、ごく一部の
人を除いてないですよね。
　そのように考えていくと、人は時代の変化に
対応させて、国とか文化も含めて、多様な集団
や社会、共同体といったものを前提にした学習
にしていかなければなりません。とくに仕事が
非常に集団的になり、最近のソーシャルメディ
アを含めて簡単に色々な人々と繋がるように
なっています。私はこれをトランジション課題
としてよく説明しています。
　発表するにしても、最近はプレゼンテーショ
ンが多いですね。グループの中では話せるけれ
ども、「100人 を 前 にすると 考 えがまとまらな
い」とか、「準備してきたけれど頭が真っ白に
なる」といったことがありますよね。そんなこ
とでは困りますので、高校でいえばあらゆる教
科、大学でいえばできるだけ多くの科目の中
で、そういう時間を作っていくことが今後の課
題になっていくと思います。
　いずれにしましても、学習活動に他者とか集
団をポイントとする活動が入ってくることは、
避けられないマスト要件だと考えています。そ
れでも、多くの高校や大学で一般の先生方がア
クティブラーニングをどんどん取り入れてやる
ようになりますと、多くの方がおっしゃるのは
「活動が非常に表面的で、学生の関わりも非常
に 弱 い」ということです。「そんなことをやっ
ているのだったら、講義のほうがよい」と言う
方 が 本 当 にたくさんいらっしゃいます。私 も
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はワークシートに質問して、私が次の授業で答
えるとか、そういう時間を設けています。その
時に学生たちが定番のように書いてくるコメン
トの中に、「聞いているときは理解したと思っ
ていたが、それを自分の言葉で他者に伝えよう
とするときに言葉が出てこない」というのがあ
ります。ここに日常の問題が縮図として表れて
いると思います。私たちが将来、社会で仕事を
するときに、何を考えているのか、何を理解し
ているのかを伝える機会は山ほどあって、そう
いう力を色々な学習の中で作っていくことが必
要だと思います。
　もう 1 つは「記憶」です。これは大学教育の
中でほとんど扱われていないですね。記憶とい
えば皆さんが思い浮かべるのは、短期記憶と長
期記憶だと思います。長期記憶は知識を習得す
るということ、つまり頭に詰め込んでいくとい
うことですね。しかし、私がアクティブラーニ
ングで記憶を挙げるときにまず思い浮かべるの
は、ワーキングメモリーです。ワーキングメモ
リーの研究は７0年代からかなり進んでおり、こ
の15年から20年でものすごく盛り上がっている
ものです。ワーキングメモリーというのは作動
記憶と訳されますが、話しているときや活動し
ているときに 一 瞬 キャッシュメモリーみたい
に、決して長期記憶に移行させるようなもので
はなく、活動を一瞬支えるときに機能する記憶
機能です。
　例えばコンピュータのある画面で、エクセル
で計算して合計を出して、2865とか出てきて、
それをワードに書き移そうとして画面を変えて
2865と書きますよね。私はこのあたりのワーキ
ングメモリーが 弱 くて、何 回 も2865だったっ
け？とかいって戻るのですが、こういうワーキ
ングメモリーが働いて、人は活動しているとい
えます。
　もう少し私たちの教育に関わることで言え
ば、例えば喋っているときに主語があって、そ
れに対応する適切な述語が 1 分か 2 分してから
出てくることがありますよね。これはおもしろ
か、推 論 とか、問 題 解 決 をボンウェルらはイ
メージしているのだと思います。
　例えば、判断や意思決定はそれほど高次な思
考ではないのですが、私たちが学習とか仕事を
進めていくうえで判断しないといけないことは
いっぱいあります。「もうこれでいいかな」と
か「もうちょっとやらないといけないかな」と
かありますよね。そのようなものも含めたい。
「思考」を広く取りたいと考え始めると、「思考」
だけではないだろうということに当然なります。
　それでは、何 があるのでしょうか。認 知 と
いったとき「知覚」、「記憶」、「言語」、「思考」
という 4 つを取り上げることはどんな認知心理
学者でも共通していますし、私もこの 4 つを紹
介しています。「思考」がまず 1 つですね。「知
覚」は見たり聞いたりでいいとします。「言語」
は大学ではあまり使いませんが、高校では言語
活動の充実という形で思考力、判断力、表現力
といって、よく言語活動＝アクティブラーニン
グというように使います。言語の重要性とか、
言語と関係した知識とか、高校の先生方はこう
いう形で使っています。
　しかし、大学ではあまり言語、言語と言わな
い印象があります。それでも「思考」には言語、
シンボル、ジェスチャー、数字、記号などが含
まれます。アクティブラーニングで他者に自分
の理解を伝えるときに、理解しているけれど
も、理解を伝えようとするときに言葉が続かな
いということがあります。これは教員なら誰で
も経験してきていることだと思います。自分で
は分かっているけれども、分かっていない学生
たちに教えようとするときに、適切な言葉が続
かないとか、説明する言葉が思いつかないと
か、こういうことは皆さんが経験して今に至っ
ていると思います。
　同じことは学生たちの間でもいっぱい起こっ
ています。私の授業でも色々なバージョンがあ
ります。一番基本的なものとして、レクチャー
したことを自分がどう理解したとか、疑問が
あったらお互いで解決しよう、解決しない場合
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アクティブラーニングの二つの構図と移行
　私は200７年にアクティブラーニングに関する
論文を書きました。今から見て全然だめで、あ
んな論文は抹殺したいのですが、web に残っ
てしまっているので抹殺できません。2010年く
らいから色々と研究会などに呼ばれるように
なって、腹を括って勉強しました。大学の状況
を見ていて、さっきの定義で言うと 1 番目の受
動的な学習を少しでも乗り越える大学授業を
作っていくことに専心したいと。ミニッツペー
パーとか、コメントシートとか、それくらいの
ことは京大の先生でも結構やっていましたの
で、もう少し越えましょうというわけです。そ
のときは「認知プロセスの外化」は入れていま
せんでした。「書く、話す、発表する」とか、
プロジェクトやフィールドワーク、問題解決学
習とかを紹介して、今までやってきたことをも
う一つ越えていきましょうというわけです。
　2010年くらいから 2 年、 3 年とやってきまし
た。それはこういう構図です。いわゆる受動的、
ポジショニングという概念を使いますが、ポジ
ショニングというのはここに 1 を取って、そこ
から世界を見るということです。私は心理学が
専門ですので、心理学の中でよく使います。こ
こから能動というものを見る、これが第一定義
ですね。その時の能動の意味は、受動を乗り越
えるくらいの意味しかありません。とりあえず
受動を乗り越えるのだというメッセージがこの
ポジショニングにはあります。
　ところが、2013年の夏くらいからこの説明を
止めました。関係者からはコロコロと変えるな
と反感を買いました。変えた理由はアメリカの
バージョンに合わせたのですが、一つの理由は
反転授業が出てきたことですね。これがすごい
勢いで盛り上がりを見せ始めていました。もう
一つは、ラーニングアナリティクスですね。授
業の中の学習を数値化する、データ化する、分
析 するということです。そういうものによっ
て、学びの構造を作り出していくということ
が、今の私の職場の中ではガンガンありまし
いです。普通に考えたら何という言葉で喋り始
めたのか、人 は 意 識 して 覚 えていないもので
す。しかし、最初に何を喋ったかを何となく覚
えているのですよ。意識して覚えていないけれ
ども、頭はキャッシュメモリーのような感じで
覚えていて、だから最後は適切な述語で終わっ
ていくという文章を喋ることができるわけです
ね。この時には完全にワーキングメモリーとい
うものが働いているわけです。
　もちろん主語と述語の対応は長期記憶の中に
知識としてもっていて、ちゃんと主語があって
適切な述語で終わるわけです。それを意識しな
がら喋っているということを長期記憶の中から
引き出されて、ワーキングメモリーという単体
で機能することはないと記憶研究者はよく言う
のですが、このプロセスの中でワーキングメモ
リーが非常に働いているということは確実にい
えるわけです。
　書く中での主語と述語の対応もそうですが、
一瞬一瞬の中でちゃんとした言葉遣い、きれい
な文章、構造とかを意識しながら喋れるように
なる背後には、ワーキングメモリーが働いてい
る。こういうことは何回も何回も練習していか
ないとできないと思いますが、そういうことも
記憶の中にあります。
　リスティングもそうですね。「この 問 題 には
4 点ありますね。 1 点、 2 点・・・」とか言う
中で、「 4 点目は何でしたっけ？」とかいうこ
とありますよね。こんな時にもワーキングメモ
リーが働いていたりします。「この 4 点を言お
う」と思って頭に入れているわけですが、 3 点
目に脱線して盛り上がってしまって忘れてし
まったりすることがあります。これも長期記憶
と連動していることが実際にあるのですが、一
瞬一瞬の活動を支える記憶の力をアクティブ
ラーニングを通して鍛えたらと思います。この
ような意味を込めて「認知プロセスの外化」と
言っています。ここには大きな含意が色々とあ
ります。
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ゆるポジショニングをこっちに移していく、こ
れを乗り越えることは当たり前の状況だという
話をこれからはしていく必要があると思います。
　ポジショニングというのは面白いですよ。書
いていることは一緒なのに、意味が違うので
す。こういう時にポジショニングはすごく有効
です。取っている位置、立脚点が違うのです。
ここに立った時の能動的には色々な学習技法と
か学習論的立場があって、それぞれ微妙にポイ
ントが違ってきたりしますが、結局、どれもあ
る程度の学習目標を掲げているということで
す。どういう風に学習を通して育てたいのか、
どういう力を身につけさせたいのか、このあた
りはかなり考えて技法化、あるいは戦略化され
ています。
　一般的な言葉でいうと、「知識・技能（態度）」
を 身 に 付 けさせようとしているのだと 思 いま
す。しかし、そういうものを文科省が言うとこ
ろの汎用的技能を強調すれば、技能・態度の話
に終始します。
　しかし、成長の指標は決してコミュニケー
ション力とか、思考力とか、先ほどの認知プロ
セスといった話だけではありません。例えば女
性が社会で生きていく上で必要な力とか、こう
いうものを女子大や女子高でプログラムの中に
組み込み、学習を行ったりしています。あるい
は地域連携などもそうですね。将来、地域を担
う若者に必要な力、リーダーシップなどを地域
と合わせてプログラムを作っています。それが
一般的な学習技法に反映されるということでは
ありませんが、「学生の学びと成長」と言った
ときの成長の指標は、「知識・技能（態度）」と
かを簡単に大きく言っていけるだけのものでは
なく、もう少し色々な文脈が、あるいは大学・
高校と別れている状況によって、取っていくこ
とができるという非常に含み豊かな言葉です。
　ですので、ここを何と置くかによって色々と
出来ます。逆にいえばここの取り方によっては
しんどくなる、という言い方もできます。どう
いう風に学生・生徒を育てたいのかということ
た。そういうものを日常的に聞いていると、「受
動を乗り越えましょう」とか言っている状況で
はないと心底、思いました。
　もう一つの決定打は、2012年 8 月に出された
中教審答申「新たな未来を築くための大学教育
の質的転換に向けて」ですね。あそこでアク
ティブラーニングの定義が出てきました。アク
ティブラーニングを世の中に広めていこうとい
うステージは終わりを告げて、むしろこんなと
ころにいるのは遅いですね、と言わないといけ
ない状況になったわけです。
　今年は AP、すなわち文科省の「大学教育再
生加速プログラム」も非常に強圧的に出てきま
したし、私学総合助成の得点にもアクティブ
ラーニングがありますね。やってなかったら点
数が低くなりますよ、と文科省も腹を括って出
しているなという感じがあります。いずれにし
ても「もう古い」と言わないといけないわけで
す。もはやアクティブラーニングは 当 たり 前
で、能動の意味をもっと探究していく、追及し
ていくことが当たり前のように求められるよう
になったのです。
　ここでは学習技法を書いていますが、学習技
法や学習論が大事なわけではありません。やっ
ていることには似ている部分や重なり合う部分
がいっぱいありますが、目指すポイントやこれ
を通してつけたい力が違うから名前も違うわけ
です。そういう意味では目指すポイントをちゃ
んと 掲 げているわけです。たんに 講 義 をアク
ティブにしていくとか、そんな話はもう誰もし
ていません。名前が大事ではないのです。いわ
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繋ぎながら、聞きながら、疑問をもつというこ
とがあります。これは課題に対して積極的に、
主体的に関わっているからです。この場合、「主
体的な学び」の定義で言えば、これは「主体的
な学び」と言えます。しかし、アクティブラー
ニングはこれを能動的とは定義しないですよ
ね。どんなに良い「聞く」があっても、これは
受動的な学習だと操作的に定義しましょうとい
うのが、アクティブラーニングの基本です。こ
れは私の考えではありません。アメリカでずっ
と教授学習パラダイムの転換を図っているとき
に、関係者が繰り返しやってきた操作的定義で
す。そういう 意 味 ではアクティブラーニング
は、かなり操作的な定義が入り込んでいます。
　しかし、「主体的な学び」は主体的に関わっ
ていくものは、全て「主体的な学び」にしよう
という大きい概念です。私はこういう風に理解
したいと考えています。とくにアクティブラー
ニングでは、他者や集団が入ってきます。だか
ら課題に対する前向きな取り組みだけではな
く、グループとか集団に対して積極的に自分を
出していく、関わっていく、そういう他者に対
する主体的な関わりが、学習の中で問われるよ
うになってきます。「主体的な学び」と呼ぶと
きの範囲は広くなっています。
　今日はあまり関係ないのですが、 3 つを紹介
します。上の方が対時間、「人生」と書いてい
ます。対時間というのは学習論の中ではあまり
出てこないと思います。私は「主客」の話をし
ていく時や行為者が何かに取り組んでいるとき
が私たちの教育の眼目ですから、そういうもの
をどんどん考えていかないといけない状況にい
るのだと理解しています。
　
エージェンシー（行為主体性）の対象　
　先ほど少し言葉が足りないなと思って付け加
えたのですが、「アクティブラーニング」と「主
体的な学び」の違いはなかなか説明が難しいで
す。誰も説明していないのではないかと思いま
す。次の本で書こうと思っていますが、私は
「アクティブラーニングは主体的な学びではな
い」とずっと言ってきました。「積極的・能動
的な学習」など色々な訳し方はありますが、説
明の上では「能動的な学習」と使いますが、ア
クティブラーニングはカタカナでいこう、ちな
みに 私 は「アクティブ・ラーニング」の 中 の
「・」も取りたいと思って、こだわりもありま
すが、「主体的な学び」とは区別したいと思っ
ています。
　その時のイメージをお話ししますが、主体性
というのは、ある物事への関わりに使われる言
葉です。私はこれが主体的という言葉の原義だ
と思います。私は心理学の中で自己論やアイデ
ンティティの基礎研究を行なっていまして、
「主客」の研究は20年から25年にわたってずっ
とやってきました。
　「主客」の定義は色々あっても、誰がやって
も共通している問題は、「主」と「客」という
ものは、モノに関わっていくときに関わる側が
「主」、関わられる側、受け身の側が「客」と
いうことですね。「主」から「客」への 関 わり
方が強いときに「主体的」と言います。この原
義を立脚点にしますと、「主体的な学び」とは
非常に単純で、学びというものは、課題に対す
る主体的な関わり方、取り組み方ですから、単
純に課題に対して主体的に、積極的に取り組ん
でいる、ただそれだけのことだと理解したいと
思います。
　アクティブラーニングは違いますよね。例え
ば、「聞く」といっても頭の中で色々なものと
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　このように広げていこうという意識をもたな
い学生は、課題に対しても形だけやれば終わり
という関係もデータに出ています。とにかく自
分を色々と広げていく、色々なものに関わって
いく、そのときの 3 つの大きなポイントを挙げ
ているわけです。これが意外と連動していて、
アクティブラーニングとか色々な学習が実現し
ていくことになるのではないか、そのようなス
トーリー、理論を考えて作っているところです。
　
親密圏／公共圏他者・コミュニケーション　
　他 者 とのコミュニケーションと 言 いまして
も、お友達の他者とコミュニケーションするの
と、仕事とか社会に出て知らない人とコミュニ
ケーションするのでは違いますよね。私からす
ると、先生方の中にも何回も会っている人もい
ますが、初めての人もたくさんいらっしゃいま
す。こういう初めての人とアクティブラーニン
グや協同学習で議論したり、交流をかわしてい
くわけですね。そういう場面が山ほどあります
ので、ここでは「親密圏」と「公共圏」という
二つの対極の言葉を使って理解していきたいと
思います。
　心理学の自己論でも、「公」と「私」があり
ます。そこに「親密圏」と置いているところに
多分、現代的な意味があると社会学者は言いま
すし、私もそうだろうなと思っています。少な
くとも「親密圏」、例えば、家族とか親友とか
配偶者などはお互いがよく分かり合っていま
には、課題、他者、時間を定番のように出して
います。例えば、私はトランジションという大
きな課題、そこに関わるアクティブラーニング
ということでよく出しているものがあります。
　それは何かと言ったら、データを取っていた
ら、例えば、色々な他者に積極的に関わるとい
う人が一方でいて、グループ学習を嫌がる人も
一方にいますよね。とくにメディアとか、色々
な公共圏他者と言いますか、「知らない人たち
や課題を通して出会っていく人たちと関わりた
くない」「めんどくさい」「自分の友人の世界だ
けで楽しくやりたい」という人もいっぱいいる
わけです。こういうことがデータにも出てきま
す。
　それでは、どのような 人 がいろんな 人 に 関
わって自分を成長させようと思うのかという分
析をやったら、どうしても時間の問題が出てき
ます。つまり、将来に対して真剣で本気の学生
は、例えば「グループ学習はしんどい、めんど
うくさい、課 題 もいっぱいある」、しかし「こ
れをやったら自分は成長する」「これは大事だ。
将来に向けて大事な勉強になる」という感じで
す。面倒でも「これはやらないとだめだ」とい
う意識が、将来に対して真剣な学生には統計的
に関連性が出ています。逆に将来に対して意識
の低い学生は、現在のことだけに関心がありま
すので、しんどいこと、嫌なことはとにかく避
けていくことになります。
　こういうデータが色々な形で出ています。実
践に向けていったらキャリア教育とかになるの
で、キャリアデザインとか 書 いているのです
が、それを授業の中でやれ、とかそんな話をし
ているつもりはなく、時間との関係を言ってい
るのです。対時間と対他者は理論的にはクロス
しません。なぜクロスしないのに、このように
関係が出てくるのかというと、私はこれから検
討 したいと 思っているポイントです。おそら
く、色々な社会とか他者に広がっていくという
動きが、頭の中で時間と連動しているのだろう
なと思います。
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出てきます。前提となる知識や志向性、関わり
が違いますから、聞き方が変わるわけです。心
理学では参照枠、frame of reference と言いま
すが、色眼鏡がかかっているわけですよ。だか
ら、理解の仕方やプロセスが変わってくるわけ
です。
　問 題 はそれがダメなのだということではな
く、 そのようなものだということなのです。
バックグラウンドが違って同じ課題に取り組む
ということは、社会では山ほどあります。それ
を自分はこのように理解をしていると言葉をで
きるだけ丁寧に使って、そこでさきほどの「言
語」の問題が出てくるわけです。お互いに理解
し合っていく、お互いにシェアリングしていく
というそのようなやり取りを、「公共圏」コミュ
ニケーション、あるいは「公共圏」他者とのコ
ミュニケーションでは求められると思います。
　高校でしたら、もっと違うかもしれません。
教室は「公共圏」なのか、少しグレーなところ
だと思います。教育は社会に出ていく一歩手前
の育てる機関です。私はより「公共圏」であっ
て、少なくとも「親密圏」ではないと思います。
より「公共圏」の場として学校教育をとらえ
て、そして社会につなげていくと考えますと、
ここにトランジションという一本筋が通ってい
くと理解しています。
　先ほどの話に戻りますと、主体的な対他者と
いうときの 他 者 は、どちらかというと「公 共
圏」他者だということですね。その場をより社
会的に、色々なインターンシップ、ボランティ
ア、社会活動もいいと思います。もちろん教室
の中でできることもあります。教室の中では知
識を絡ませて言語などを培っていくことができ
ます。そういう意味では、色々なフェーズで育
てることがなくてはいけないと思います。
　
問題点　
　もう少しだけ理論的な話を聞いてください。
色々とアクティブラーニングを補足する説明を
しているのですが、アクティブラーニングで技
す。お互いに何をやっているのか、何に関心を
持っているのか、そういったことをよく知って
いる 中 でコミュニケーションするということ
と、お互いにバックグラウンドがよく分からな
いが、共通の問題意識の下で繋がり、集まって
いるような人とのコミュニケーションは大分違
います。
　何が違うのか。ここがちょっと私の説明に
なってくるのですが、やはり共有知が違うのだ
と思います。家族や親友はお互いの個人情報や
何をやってきた人なのか、何に関心をもってい
る人なのか、かなりの共有知を持っていて、言
葉があまりいらなくてもコミュニケーションが
成り立ちます。例えば「昨日、テレビを見た」、
「私も見た、あの俳優さん、名前を忘れたけれ
ど、かっこいいよね」、「昨 日 はこういうのが
あったよね。あれは何だったかな？」とか言っ
て、「分かる、分かる」という感じで、コミュ
ニケーションが進んでいくのですね。
　このような「親 密 圏」同 士 のコミュニケー
ションはかなりあります。何も言葉で説明して
いないのですが、お 互 いに 察 しているわけで
す。思い浮かべられるものを表象というのです
が、そういう表象しやすい関係、言葉が十分で
なくてもお互いに共通のものを表象できる関係
性は、この「親密圏」のコミュニケーションに
はかなりあります。私と先生方との関係で、ア
クティブラーニングをうまく説明できないので
すが、こんな感じですと言ったら、先生方は激
怒されますよね。「公共圏」の場合、やはり同
じ言葉を使っていても背景とか同じ言葉に対す
る理解が違いますので、精一杯言葉ですり合わ
せていくしかありません。忍耐強い作業が求め
られます。
　私の授業でも、 1 年生の授業は全学10学部か
ら学生が出席し、とくに理系と文系の差は非常
に大きいです。心理学の授業で同じように聞い
て、同じように予習をしてきているにもかかわ
らず、後で議論をさせると、あの話をそんな風
に聞いていたのかということがワークシートに
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あるいはその知識を使ってこのように考えるの
だったら、もう少しこういう知識もいるのだと
指示を出しながら、コミュニケーション能力を
育てる、それが授業だと思うのです。この間に
あるものは何かというと、知識ですね。
　
検索型の知識基盤社会（吉見、2011）　
　東大の吉見俊哉先生が検索型の知識基盤社会
を提示されていて、非常に示唆的です。つまり
インターネット、ソーシャルメディア、あるい
は情報化社会が発展してきている、そして、私
たちの学びが変わってきているということは山
ほど聞いてきたし、私たちもそれを違うだろう
と言わないと思います。しかし、もっと本質的
な 問 題 があって、インターネットもそうです
が、一番決定的なことは「検索機能」だったと
思います。知識はデーターベース化、デジタル
化されて、論文から報告書レベルから、そうい
うものを見て自分はこう思うとか、こんなこと
が参考になるとか、ブログとかそういったもの
も含めてオンライン上に情報が山ほどあるわけ
ですね。それだけだったら 私 たちはここまで
なっていないと思うのですが、それが検索でき
てしまうわけですね。
　そのようにして検索された結果や是非を判断
していく見識が、情報教育では必要になってく
るわけです。現実に起こっていることは、いく
つか調べて、何か分かった気になっている人た
ちが多くいるということです。情報教育が教え
ているように、これは本当に正しいのか、批判
的に読んでいるのか？それをやらなければなら
ないわけです。しかし、世の中の多くの人たち
はあることを知りたいとき、ある知識を求める
ときに、例えば大学に行って講義を聴く、昔み
たいに 本 を 読 むといったことを、どれくらい
やっているでしょうか。私が200７年に出したア
クティブラーニングの論文もそうですが、全部
PDF で出ています。それを読んで、溝上はこ
ういう風に言っているとか言われたりするのが
今の時代です。私からすれば、あれは 8 年前の
能・態度（能力）を育てるというときに、例え
ば学士力の 4 構成ですが、とくにコミュニケー
ションとか、チームワークとか、こういう他者
との関わりが問題になってきます。しかし、コ
ミュニケーションスキルを育てたいというだけ
でしたら、別に授業の中でやらなくてもいいで
すよね。初 年 次 教 育 とか、あるいはコミュニ
ケーションスキル養成講座とか、そのようなと
ころでやればいいのであって、私たちは授業を
変えなくてもいいわけです。
　私たちがそれを授業の中でやらないといけな
い理由は何なのか、ということを考えてきたわ
けです。そのときに行きついた問題は、やはり
知 識 が 絡 んでいるということです。 これは
ちょっと先に結論をいいますけれども、知識が
問題の取り組み方、あるいは問題解決プロセ
ス、あるいはコミュニケーションプロセスをよ
り複雑にし、より難易度を上げていくわけで
す。思い浮かぶことを喋っているようなコミュ
ニケーションが私たちの求めているものなのか
ということです。この 問 題 を 考 えるのだった
ら、これくらいの知識をもってないといけない
ということを前提としながら問題解決する、あ
るいはそれに関わるコミュニケーションを育て
るということです。知識というもの対して、こ
だわりを持ちながらコミュニケーションやチー
ムワークを考えないといけないと思います。
　例 えば、コミュニケーション 養 成 講 座 です
が、どこの大学でもそういうものを外注してそ
れなりにやっています。私は悪いとは思わない
のですが、知識に対するこだわりは非常に低い
ですよね。例えば「いじめ」について考えよう
とか、原発について反対か賛成かとかを調べた
りします。しかし、調べた内容に対してもっと
こういうことも調べよとか、そのような指示は
おそらくないと 思 います。そのような 中 でグ
ループワークをやったり、プレゼンテーション
をやったり、これは私はやらないよりはやった
方がよいと思います。しかし、私たちはもっと
途中途中で使っている知識がそれでいいのか、
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明している専門書のすごくいい先生とか、本と
かはこれで、その本はどこにあるとか、論文は
何年の誰が書いたものとか、これを知っている
ことが自分の仕事の 8 割を説明することだと話
されていました。それがどこにあるのかを教室
で言ってしまったら、自分の仕事の大部分をひ
けらかしてなくなってしまうので 教 えないと
言っていました。あの感覚は分かりますよね。
　私も自己心理学の研究で、論文を引用すれば
いいというのはだめだ、というトレーニングを
うるさいほど受けてきました。引用するのだっ
たら、最初に言った研究者は誰かを徹底的に探
せと。これを引用するというその姿勢、その論
文とか研究者の質を見る人が見たら感じ取るも
のだ、だから誰々が何年に書いたとか、関連し
ている論文をいっぱい挙げる人がいるじゃない
ですか、あれはだめだというトレーニングを私
は受けてきました。そのようにして学生の時か
らやっていく中で染み付いていることは、その
法学部の先生の話と結構近いわけですよ。この
テーマを論じるのだったら、絶対にこの研究者
に戻れとか、そういう感覚がずっと私の研究の
基本としてあります。この感覚は今ももってい
ますし、私の仕事をしていく中でもあります。
　しかし、現在このことがどれくらい重要なの
かなと学生を指導していて思います。学生には
この話は言いませんが、自分はそういうトレー
ニングをいわゆる旧モードの中で受けてきて、
知識をもっているということの意味を叩き込ま
れているなと思います。そんなことは今の情報
化の時代にはハードルが高いのかもしれません。
　
情報・知識リテラシー　
　次に、まとめに入ります。結局、何を育てよ
うとしているのか。それはコミュニケーション
能力とかではなく、知識の操作としてのリテラ
シーです。リテラシーとは何かですが、その第
1 は「情報の知識化」です。情報を受け手の知
識世界に位置づけ、行動に影響を及ぼすような
意味ある知識にするということです。色々ある
論文ではないかと思ったりするのですが、そん
なことは読んでいる人はよく分かっていなかっ
たりします。
　いずれにしても、この検索機能は強烈で、私
たちの大学がもっている知識の集積所、あるい
は知識の総本山といえば少し言い過ぎですが、
少なくとも近代以降の大学がもっていた知識の
持つ意味やその社会的機能はかなり崩れている
と思います。もちろん私たちは大学で研究もし
ますし、知も創造していますが、知を創造して
いるのは大学人だけではありません。色々な人
たちが色々なレベルで関わって、一般の人でも
ある学問的な議論を「自分はこう思う」とたく
さん調べて書いているのをよく見ますが、専門
家の私がみてもなるほどそうなのかと思うこと
はあります。正直、馬鹿にできないです。
　そこまで色々と考えていくと、大学教育とは
いったい何なのかということが問われるわけで
す。つまり、知識を伝えるだけの大学の社会的
機能はもう終わっているわけです。大学の役割
がなくなったわけではないが、もっと新しい社
会とか時代の状況に合わせた教育を考えないと
いけないというのが、端的にまとめた吉見先生
の主張点です。情報化の進展は大学や大学教育
に影響があるのかという問いは私が立てたので
すが、吉見先生に言わせたらそんな生ぬるい状
況ではなく、大学の存続がかかっているという
わけです。
　余談ですけれども、私が京大の助手のときに
参観したある授業での話です。法学部の先生が
古代法制史、すなわち古代社会の法律や制度を
研究しているのですが、その先生が法学部の専
門科目の授業でこんなことを言っていました。
それをすごく覚えていて、よく思い出すのです
が、専門家の仕事の 8 割は、例えば古代法制史
でいうと、その先生は中国の漢の研究をしてい
る人でしたが、例えば木簡や竹簡に制度とか法
律とか当時のものが書かれて残っているのです
が、それらの資料がどこの図書館とか、どこに
行ったら見られるとかを知っている、それを説
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日本に来られて京都大学に寄ってくださいま
す。ワークショップや国際シンポジウムを 3 年
ほどやったのですが、マズール先生はピアイン
ストラクションを20年くらいやっておられます
ので、ピアインストラクションには 飽 きてし
まったらしくて、最近は先ほど申し上げたラー
ニングアナリティクスとかをよくやられていま
す。
　 4 年くらい前になりますが、うちの院生を介
してマズール先生との出会いがあり、ピアイン
ストラクションをやるという話になりました。
それは11月くらいだったのですが、 4 月からや
ろうとなったわけです。もうシラバスも書いた
し、 4 月からといってもクリッカーも持ってい
ませんでした。
　クリッカーは高くて 1 つが 1 万円くらいしま
す。今日は100個を持ってきていますので、100
万円です。だから絶対に返してほしいのです
（笑）。業者に250個を入れてくださいとお願い
したら、見積もりが300万円でした。前年度か
ら計画していたら300万円用意しますが、11月
の段階で翌年 4 月から使うのに300万円なんて
出ないですよね？業者に「何とか宣伝もするの
で、250個で100万円にしてください」と。それ
で100万 円 にしてもらいました。それが 今、皆
さんが使っているものです。
　
クリッカーの問題　
　マズール先生は物理学の専門家で、初修物理
学という 1 年生で物理学をやってきてない学生
を対象にした授業でクリッカーを使ったピアイ
ンストラクションをやってこられました。 マ
ズール先生は何回も同じことを言います。1990
年ころからやっているのですが、テキストは物
理学の概念とその説明、それから問題演習、こ
ういうものに終始していて、ハーバード大学の
学生でも、問題が解けたら分かったという感じ
になって、知識の活用が出来ていませんでし
た。先ほどのリテラシーでいうと 2 つ目の問題
です。
情報を自分の知識にしていくということです。
第 2 は「知識の活用」です。身の回りで起こっ
ている社会や自然を理解するために、あるいは
問題解決場面で知識を活用するということで
す。もう先生はいらないと思います。
　第 3 は「知識の共有化・社会化」です。これ
は他者に知識を伝えたり、他者のもつ知識とす
り合わせて統合したりすることです。同じ知識
を持っていても、知識の定義や考え方、理解の
仕方が他者によって異なりますよね。そういう
知識を精一杯すり合わせて、分かるところは共
有する、分からないところはどけていく。理解
したということは、個人の頭の中だけの話です
が、それが他者との関係の中でその理解がどれ
ほどのものなのか、これが非常に問われている
のだと思います。第 4 は、「知識の組織化・構
造化」です。知識世界を整理、関連付け、グルー
ピングするということです。色々とグルーピン
グしたり、理解しまして、こういうことが求め
られるのかなと思います。 4 つですね。
　これだけの情報化社会、あるいは検索できる
社会の中では、知っている程度ではそんなに自
慢にもならないし、それで仕事ができたりする
わけでもない。要は色々な人たちの理解を精一
杯すり合わせて何かを作っていく、それが大き
なものであればイノベーションと呼ばれるわけ
です。そういう時代に私たちは来ているのだと
思います。
　
2 . ピアインストラクションと 深 い 学 びの
実践　
ピアインストラクション　
　残りの時間で、私の授業の実践を見ながらも
う少しポイントを入れてお話ししていきたいと
思います。ピアインストラクション自体が大事
というわけではありません。私はピアインスト
ラクションの考え方をマズール先生から学びま
した。先生はハーバード大学の物理学の先生
で、2 週間前も日本に来られていました。毎年、
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させます。「Vote（ヴォート）」と呼びかけて、
投票をさせ、先ほどのように結果を出します。
「どれが正解です」とは教えないのが一つのポ
イントです。回 答 がばらけるのが 良 問 だとマ
ズール先生は言います。そして皆で結果を見ま
す。横の学生と自分は何番を押したのかをお互
い言い合い、なぜ 2 番なのかとか、なぜ 4 番な
のか、その理由をお互いに説明し合う。そして
お互いに説明して、変更してもいいし、そのま
ま同じ答えでもいい。もう 1 回、投票します。
2 回やるわけです。そして結果を見て、「正解
はこうですね」と説明をしていく。こういうこ
とを 3 セッションくらい繰り返して、授業を進
めていくわけです。
　
全学共通科目「自己形成の心理学」　
　ピアインストラクションはクリッカーとピア
ディスカッションの組み合わせで理解できると
思いますが、内実はもう少し含みがあります。
私も授業でディスカッションはずっとやってき
ましたが、クリッカーを入れて組み直したとい
うことです。私の授業の構成はスライドにある
通 りです。ある 問 題 を 出 して、クリッカーを
使って皆で投票します。その結果を見て、 2 回
議論をするというのが授業の半分くらいです。
これは初修物理学という科目で進めてきたマ
ズール先生と、心理学でやっている私との違い
です。物理学の授業では正解が作りやすいので
すが、心理学ではなかなかそういうものが作り
にくいのです。マズール先生は30％と７0％くら
いに考えが分かれるような問題を作るべきだと
言うのですが、なかなかそうはいきません。
　私は2012年度からやっています。前期と後期
ですから、 6 サイクルくらいやっています。マ
ズール先生は30％と７0％ぐらいに学生の意見が
分かれて、そして 2 回ディスカッションをやる
ような 問 題 がよいのだと 言っていました。マ
ズール先生の話を聞いた時はなるほどと思いま
したが、自分で授業をやってみると、そのよう
な問題ばかりを出していたら、皆がコンフュー
　次のスライドを見てください。小さい車がト
ラックにぶつかって、その時の作用・反作用を
考えるというニュートンの問題です。このよう
な社会で起こっていることや自然現象の中で起
こっている物理学の現象を示し、それに自分が
知っている知識を使って、何が起こっているの
かを説明するという問題を出したら、そのよう
なことは授業でやってないじゃないかとか、そ
のようなことは教科書に載っていないからやら
ないでくれとか、学生からかなり怒られたそう
です。マズール先生としては、教科書と理論を
教えて問題演習もやらせているので、この程度
の問題は解けると思っていたら、全然解けない
らしいのです。
　アメリカでも初修物理学をやった学生がすべ
て物理学の専門家になることはありません。そ
こでマズール先生としては、物理学が世の中に
出て広く役に立つ、物理学リテラシーとは言い
ませんけれども、そのようなことを基本にした
いと思ったのですね。つまり、応用問題が解け
るような形で理論や問題演習を理解していくと
いうことです。90年代にはクリッカーがありま
せんでしたので、スライドにあるようなフラッ
シュカードを使ってやっていたらしいです。そ
の後、クリッカーが世の中に出てきて、比較的
やりやすくなったそうです。
　ピアインストラクションとはどのようなもの
なのか。簡単に言いますと、まずテキストを予
習してきます。授業の前に予習した教科書に関
する問題を解いて、それを先生に送って、先生
は予習した範囲を学生がどれくらい理解してい
るのかを予習と Web ベースを合わせて事前に
チェックします。そして「ここは皆、分かって
いるな」とか、「ここは皆、分かっていないな」
とか事前にチェックをして、その日の授業を組
み立て直すということをやります。
　授業では、皆が分かってところは軽く飛ばし
ていきます。皆が躓いているところを中心に説
明し、ここでクリッカーが出てくるわけです。
学生に問題を出して、クリッカーを使って投票
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していきます。全部の学生を見切れていないで
すが、とにかく自分が動いて分かる範囲では、
やっていない学生がいたら、「やれよ」と言っ
てやっています。
　上のスライドは、以前の年度の前期授業で
す。ピアディスカッションをやっているところ
です。横とか後ろを向いて、 3 人でグループを
作りなさいと言っています。やはり色々な学部
の学生と議論した方がいいので、強制はしない
のすが、毎回違った席に座って議論しなさいと
毎回言っています。同じところに座って同じ相
手でやっている学生もいますが、違う席に座っ
ている学生もいます。250人が出席する授業で
すから、仕方がありません。私はこういうやり
方でやれることを精一杯やっています。
　授業の中でクリッカーとピアディスカッショ
ンは 3 分から 5 分と短いものですが、15回の授
業のうち 2 回くらいは、前半と後半のまとめを
兼 ねて50 分 くらいのディスカッションもしま
す。最初はしんどいなと思っていたのですが、
内容を増やすよりもこういうディスカッション
を増やして色々と議論させています。スライド
は、クリッカー問題を出しているところです。
　
より高次の社会構成主義的な授業として　
　もう少し理論の話を加えていきます。学習が
個人の中だけでなされるものではなく、専門的
には社会構成主義的と言っていいと思います
が、他者の考えや他者の見方を含めながらある
一つの理解をしていく、この図でいうと、一人
ズしてやる気をなくしてしまいます。むしろ、
そういう問題は90分の授業で 1 回くらいにした
方がいいのかもしれないと思いました。
　例 えば、 4 問 をやるとしたら 3 問 は 理 解 が
ちゃんと正しく得られる形ですね。皆が理解し
ていることを見せて「あれでいいのだ」という
感じで進めていきます。そして 1 問くらいで迷
わせる。そして、ディスカッションをさせる。
私はこういう形が学生たちを見ていて、やりや
すいやり方だなと思っています。私が担当して
いるのは共通科目の授業ですので、そう思うの
かもしれません。あまり専門的になりすぎない
ように注意しています。そういう意味では、定
義などはある程度、理解しているだけでいいの
で、授業に合ったやり方があるのかなとマズー
ル先生と比較して思いました。
　右のスライドを見てください。先生方はこん
なふうに押しませんでしたよね。マズール先生
がよく使う写真にはこれがあります。原因はす
ぐにわかりました。クリッカーはおもちゃみた
いですが、性能は高いので後ろ向きでやっても
信号が私の PC に届きます。だから学生に 1 回
手を挙げてクリッカーを押してと言って、皆に
挙げてもらったのがこの写真です。250人ほど
いるのですが、クリッカーを 挙 げさせられな
かったら、この人数でアクティブラーニングは
できないですよね。今日はあまりお話できませ
んが、この雰囲気を作るための努力は並々なら
ぬものがあります。
　やはり、 1 回目の授業はとても大事です。15
回の中の各回の授業でも、授業が始まる前に休
み時間が15分間ありますが、私は休み時間が始
まった瞬間から前にいて、学生たちが来てザワ
ザワしているのですが、「溝上は準備している
ぞ、スタンバイしているぞ」という私の顔を見
せています。毎回、毎回こういうものの意義を
ちゃんと説明して、雰囲気がだらけたら、「お
いっ」と注意します。だらけた学生が目に入っ
た瞬間、「いいかな」と思うときがあるじゃな
いですか？あれを見逃していくと、授業が崩壊
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いう本が比較的わかりやすいと思います。この
人たちの話はそんなに難しくなく、基本的に
は、浅いラーニングを一方において、それと対
比して深いラーニングと定義し、スライドして
相 対 化 させているわけです。ですから、アク
ティブラーニングの定義の仕方と同じです。受
動的な学習というものを操作的において、それ
との相対化としてアクティブを定義します。だ
から主体的な学びの定義の仕方とは違うわけで
す。
　浅いアプローチとは何であるのかというと、
簡単に言うといわゆる棒暗記です。意味もよく
理 解 しないで、「これはこうなのかな」という
感じで理解していくことです。そういう浅い学
習に対して、深い学び、いわゆる深く理解する
とは何であるのかという話になるわけです。マ
ルトン先生の答えは、自分の中の既有知識や経
験を、つまりこれまで学んできたこと、あるい
は自分が素朴に疑問に思ったことを、学ぶこと
以外に起こる様々なことと精一杯に繋げて、あ
る一つの事柄を理解するということです。これ
がマルトン先生の知識世界の構造化、経験の構
造化ということ、意味を作っていくということ
ですね。
　意味を作るというのは、コネクションです。
あるものとあるものが繋がったときの意味が、
最小単位の意味の定義です。そういう意味を
作っていく学習、オーズベルの有意味学習など
はそういうものと関係させて議論しています。
エントウィスルはマルトン先生と同じように知
識や経験を繋ぎ出して構造化するという議論を
しています。
　先ほどのアクティブラーニングですが、その
定 義 にもよりますが、基 本 的 にはアクティブ
ラーニングは形態、活動と関係しています。「書
く、話す、発表する」というわけですが、単な
る「ピーチクパーチク」では困るわけです。そ
こで私は、定義の中に「認知プロセスの外化」
というのを 入 れました。学 びの 観 点 からする
と、学習の質をとくに知識や経験を繋げていく
だったら他者なしですから、ある理解が個人の
中で得られるか、得られないかだけですよね。
他者を挟めば、その他者の考えを含み込みなが
ら修正したり、あるいは修正しなくても確認し
たりして、「そうか、君 もこういうふうに 理 解
しているのか」ということになって、結果は同
じでも、その含みは豊かになります。他者が多
ければいいというわけではありませんが、他者
が多ければ多いほど、ある一つの理解を得るそ
のプロセスは複雑になります。こういうことを
イメージして私はやっています。
　クリッカーだけでも、この社会構成主義的な
場面は作り出せます。だから横の議論がない状
況でも、クリッカーをやるとみんなの反応が分
かります。90％の学生は理解しているけれど、
自分は 5 ％の間違いの中に入ってしまっている
とか、私は番号とマークシートの番号を対応さ
せているので分かっているのですが、本人は皆
に分からない形で理解することができます。こ
ういうのが 1 番ゆるい社会構成主義的な学習の
形態だと思います。それを含み込みながら、他
方で横の議論を作っていきます。
　
知（学習内容）の重視　
　今日のテーマになっている「深い学び」です
が、これはディープラーニングという表現で一
般 的 に 使 われています。「Deep Approach to 
Learning」 というのは、 フェレンス・ マルト
ンというスウェーデンの先生が打ち出した概念
で、７6年に最初の論文が出ました。もう少し体
系的に書かれたものとしては、マルトン先生た
ちが84年に書いた『Experiential Learning』と
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適応する」とか、ちょっと違う動詞もあって、
総合的に学習活動の動詞をこうやって挙げてい
ます。
　私たちは学生に深いアプローチを求めたいわ
けですが、深い学習のプロセスの中には浅いア
プローチも当然あるわけで、学習は総合的な営
みです。浅いアプローチはどのような意味でダ
メなのかと言ったら、「振り返る」から「中心
となる考えを理解する」までの部分がないこと
ですね。だから、「記述する」から「記憶する」
という活動に終始しているという言い方より
は、こういう活動のない学習が浅いアプローチ
学 習 と 理 解 すべきだとビッグスは 言っていま
す。私もここはそうだね、と理解しているわけ
です。
　
2013年度に導入したワークシート　
　残りの10分くらいで、私がクリッカーとピア
ディスカッションを取り入れた授業の発展を紹
介します。少しずつ年度を重ねて、クリッカー
にも慣れてきましたので、色々と工夫できるよ
うになってきました。結論から言うと、まだ詰
めきれていないのが成績評価です。私の授業は
他の授業と比べて厳しいです。京大の先生方は
全体的にまだまだ伝統的です。私だけ厳しく
やったら学生はしんどいので、成績評価はあま
り厳しくしていません。ルーブリックを使うこ
ともやっていません。それでも 5 年後くらいに
は、京大もやらないといけないようになってい
るのではないかと思います。
　ここで紹介しますのは、先ほどの2012年度か
らスタートした出席者250人くらいの授業です。
クリッカーやピアディスカッションに相当慣れ
てきて、ワークシートを使った問題の出し方も
工夫できるようになってきました。
　まず、ワークシートです。京大生は結構、指
示すればやる傾向があります。その辺は能力が
高いですが、250人にもなると変な聞こえ方が
するかもしれませんが、アカン学生が一杯いる
のです。前半分くらいの席に座っている学生は
ことで高めようということです。理想的なアク
ティブラーニングは、ディープな学びと重ねる
こと。知識や経験を精一杯繋ぎ合わせていくこ
とが、私 の 定 義 から 見 たときのディープアク
ティブラーニングの一つの理解になります。
　
学習活動の「動詞」から見る学習への深い・浅
いアプローチ　
　マルトン先生を呼んで、2010年にシンポジウ
ムをやりました。マルトン先生は大変ご高齢で
して、最後になるかもしれないので、今回お呼
びしておこうと思ってお招きしました。マルト
ン先生は先ほどお話ししましたように、知識や
経験の構造化というような形で「深い」ディー
プを議論されています。他方、ビッグスという
オーストラリアの先生は、授業の場面に色々と
関わっていく理解の仕方、つまり色々な学習活
動を動詞に置き換えて「深い」と「浅い」の違
いを説明しています。
　スライドを見てください。この表は、私には
分かりやすくていいです。浅いアプローチとい
うのは棒暗記なので、「記憶する」とか、「認め
る」とか、「名前を覚える」とかですね。ある
いは「文章を理解する」というのも表面的に理
解するということでいいと思います。学習の浅
いレベルの活動、すなわち浅いアプローチをこ
のようにおくと、深いアプローチは面白いので
すね。「中心となる考え方を理解する」「関連づ
ける」、このあたりはマルトン先生に近いです
ね。「原理と関連付ける」とか、「離れた問題に
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いう感じでさせます。そうすると、指示通りの
ディスカッションになります。とにかく授業中
に 1 回は書かせるという時間を、面倒なのです
が、必ず毎回取っています。
　スライドに出ているのが、ワークシートの一
部です。これくらいかと思われるかもしれませ
んが、こういうワークシートが 4 枚くらいあり
ます。こういうシートをその 回 その 回 の 授 業
テーマに合わせて作っています。とにかく色々
と書かせるということです。私の担当科目は心
理学ですので、概念を理解することも大事です
が、できるだけ自分の日常とか、これまでの経
験を振り返って、この概念はいったい何に相当
するかという 例 を 考 えさせています。ワーク
シートのここの部分ですが、最後にここに感想
をこれくらい書きなさいよと言っています。そ
れなりのスペースがありまして、 2 ～ 3 行とか
書かない学生がいたら、とくに最初の 2 ～ 3 回
目の授業では「こんなのダメ」と言って、名前
は伏せますが、ダメな例として何回も学生に見
せます。よい学生はたくさん書いていて、それ
を学生に見せて「これくらい書きなさい」と
言っています。
　このワークシートのスペースの広さも、私に
とっては意味があります。隣の学生と議論して
概念とのすり合わせがうまくいかない学生は、
ここに書いてきます。そういう例を次回の授業
で紹介して、また説明を何回か重ねていくとい
うことを繰り返しています。250人の学生が出
席する授業ですのでやれることには限りがあり
さすがという感じがするのですが、後ろに座っ
ているのは普通の学生で、私の教え方や説明が
悪いと、悪い結果が返ってくるような学生で
す。たとえ聞き逃しても、私が求める成果を出
せるようにならないといけないのですがね。
　そのようなことを色々と考えて最後に行き着
いたのが、ワークシートでした。まず学生 3 人
でグループを作る作業をします。 3 人のグルー
プが決まったら、必ず 3 人がお互いのシートに
名前を書き合います。そして最後に、皆がちゃ
んとやったかどうかを評価します。これで評価
が低くても実はペケはつけていないのですが、
学生たちは他の人にペケをつけられたら自分の
点数も落ちると思うから一生懸命やっていま
す。一生懸命やらせる一つの工夫というか、仕
掛けです。
　もう 1 つは、クリッカーです。問題を出すと
きに、ワークシートにクリッカーの番号を書か
せるようにしています。私の PC には何番の学
生が何番の回答を答えたという記録が残りま
す。それがチェックされて成績がつけられてい
ると学生たちは思っているのですが、実はやっ
ていません。正直にいうと、成績に関わる指標
はあまりにもたくさんあって、クリッカーで答
える回答をいちいち採点していたらパンクして
しまいます。250人いますので、すごく大変で
す。学生たちには「あとでチェックするので、
クリッカーの番号を書いてね」と書かせていま
す。正解だったとか、自分で採点をさせていま
す。ここは比較的正直に答えてきます。
　例えばポジション、ポジショニングは私の授
業の中で出てくる概念ですが、経験と繋げてい
くという作業をさせたいときに「ポジションの
例を 1 個挙げて、横の学生とディスカッション
しなさい」と言ったら、半分の学生はやるので
すが、半分の学生は私の指示を理解できなく
て、全然関係ないことをやっています。こうい
うことが、やはりあるのです。私はワークシー
トを使ってポジションの例を 1 回 3 分くらいで
書き出させて、その例を使って議論しなさいと
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作ります。繋がりに出てくる言葉や概念やその
繋がり方を見て成績評価をします。学生たちは
コンセプトマップを作ったあと、それをもとに
レポートを 2 、 3 枚を書きます。これで授業を
終えます。
　 4 セメスターやりましたが、面 白 いです。
100枚くらい書く勢いの学生がいる一方で、 5
枚くらいでピタッと止まって、10分くらいジッ
としている学生がいます。「本を見てもいい」
と言っているのですが、そういう学生は時間が
足 りないのです。授 業 をただ 聞 いているだけ
で、十分理解しないでやっている学生は書き出
せないのです。書き出せる学生は色々なものが
連想で繋がって、途中で止まることがあって
も、繋がったら 5 枚くらいババッと書いてしま
うのです。これはまさに経験の意味連関を表し
ていると思います。仕上がったコンセプトマッ
プとそれに相当する文章化したレポートを見比
べると、採点はすごく楽です。全学共通科目で
すので、細かいところまでは見ていませんが、
学生たちも半期を振り返って、そして評価に向
けて仕上げていくというよい作業、緊張感があ
ります。
　私も国際的な活動が多いので、留学生科目で
英語講義を担当しています。だいたい60～７0人
くらいの授業で、階段教室でやります。上の方
にバラバラと座ってしまうと、私は前にいます
のでやりにくくて 仕 方 がありません。ですか
ら、前に座らせたいし、毎回グループを変えた
ますが、比較的しっかりやっている学生には丸
をつけています。250人の授業でやれることを
やっているということですね。
　
学習への深いアプローチのアセスメント「コン
セプトマップ」　
　次は、深いアプローチを学生たちはどれくら
いやっているのかいう 問 題 です。コンセプト
マップで可視化させていくことは、デビット・
ヘイというイギリスの研究者がやっています。
この研究者はマルトンやエントウィスルと比較
的近いところをやってます。授業の中で出てき
た言葉や概念を線で繋いで、こういうコンセプ
トマップを書かせます。ポストイット（付箋）
を使いますので、学生たちには最後から 2 回前
の授業で「コンセプトマップをやるぞ」と、 1
回 目 からずっとアナウンスをしています。250
人の出席者にポストイットを用意できませんの
で、「この最後から 2 回前の授業でやるから絶
対もってこいよ」と何回もアナウンスをして、
「ポストイットを持ってこなかったら単位ない
よ」といった脅しも入れてやっています。要す
るに振り返りなのですが、この時の授業前に一
つの手続きとして復習をさせます。途中 2 回長
めのディスカッションもするので、復習の機会
は 他 にもあるのですが、これはテストに 関 わ
る、点数に関わるところなので、「ちゃんと復
習してきなさい」と言っています。
　コンセプトマップですが、10分から15分くら
いの間にポストイット50枚くらいを目指して、
「授業の中で学んだ概念や言葉を書き出しなさ
い。100枚でもいいですよ」という問題を出し
て、それを繋げて因果関係を線で結んで、途中
に言葉を入れていくというものです。スライド
にあるのは、デビット・ヘイのコンセプトマッ
プです。デビット・ヘイは専門家ですので、コ
ンセプトマップの作り方を非常に細かく指示し
ます。私はそこまではやっていませんが、それ
でも 近 いところまでは 同 じようにやっていま
す。言葉や概念を書き出して、繋げてマップを
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イクを持っていって、「何を議論したの？」と
言ってマイクを渡して、みんなの前で発表させ
ます。ここばかりだと早く押す人も出てくるの
で、たまに「この 5 番目」とか、最初に言って
おく場合もあります。これはすごい緊張感が高
まります。ディスカッションもしっかりやりま
す。「ディスカッションを頑張って楽しくやり
ましょう」と言っても、京大生はやりません。
ですから、こういう仕掛けを組み込みながら、
皆がしっかりとやっていく授業を作っていくと
いうのが私の考えている授業作りです。
　長くなりましたが、以上です。どうもご清聴
ありがとうございました。
いということもあるので、クリッカーを使い始
めたのです。クリッカーは PC の上では 6 桁の
番号で示されます。前の 3 桁はすべて共通して
いて、後ろの 3 桁が学生の番号です。学生がク
リッカーを押した順番に、クリッカー番号がエ
クセルの画面に出てきます。押してなかった学
生は後で追加します。 1 分間くらいで21グルー
プに 分 けることができます。グループエリア
マップを書いた紙を毎回渡しています。自分が
押した番号、「91７213」の学生ならグループ 5
のところに行きなさい、「91７112」の学生なら
グループ 8 のところに行きなさいといった具合
です。このように番号を振って毎回、席替えを
しています。
　毎回、違う人とグループを組むことになりま
す。50人くらいの授業でしたら、日本人が15人
くらいで、外国人が35人くらいです。今日は 3
人とも日本人ということもあります。「全員が
日本人ばかりではつまらない」とか言う学生も
いるのですが、これはクリッカーが決めるので
仕方がない、毎回、席替えをやるから「文句を
言わない」というようなことも言っています。
お互いにこのような席替えシステムを理解して
毎回やっています。これは結構うまくいってい
ます。公平に前に座らせる理由としても合理的
ですね。ただ「前に座りなさい」と言っても京
大生でも座りません。しかし、これをやったら
前に座らないといけないので座ります。こうい
うシステムを作っていかないと難しいです。
　最後ですが、今年から導入している緊張感が
高くなる発表システムを紹介します。250人の
出席者の前で発表させるシステムです。当然、
当てると嫌がります。前に座っている学生ばか
り当てると、前に座らなくなります。緊張感を
もって「当 たる」と 理 解 しながらディスカッ
ションをやる、それでいて逃げられないシステ
ムを 作 りたいなと 思 いました。色々、クリッ
カーを 使 うとできることがあるなと 思 いまし
た。このようなシステムです。「ここの 5 人、
立ちなさい」と言って、 5 人を立たせます。マ
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